
数字ならべ②
教材の作り方
1 「数字」のページを印刷する。
2 はさみ又はカッターで黒の数字（Ａ）をひとつひとつ切りはなす
3 赤の数字（Ｂ）を切りはなさずに１～１０をひとまとめできる。
4 ラミネーターをする。（厚めの用紙に印刷をした場合ラミネーターをしなくてもよい。）
5 それぞれ数字を切りとる。（ラミネートした場合）
6 Ｂにファスナーテープを貼る。
7 切りはなしたＡの数字の裏にファスナーテープを貼る。
8 数字を順番に並べていく。
＊１　ファスナーテープ（接着タイプ）は、百円均一で売っています。接着部分の粘着部分が強力なためはさみは、後で使い物にならなくなる場合があります。決まったはさみを使用しましょう。ファスナーテープは、２種類の形状があり、違うタイプの形状どうしが接着します。ややうすくぺらぺらの方をラミネーターされた方に貼り、厚めのしっかりした方をファイルなどに貼って使用した方がよいと思われます。
使ってみて・・・
子どものもつ障がいの特性にもよりますが，はまる子どもはずっとしています。一度「数」の仕組みを覚えると，どんな大きな数になってもできます。できたら，数のカードを置いて学習している時に数字の読みを横で言ってあげるといいでしょう。
Ａ
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
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